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	平成25年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
	平成 24年８月１日
	上場会社名
	株式会社タケエイ
	上場取引所
	東
	コード番号
	2151
	ＵＲＬ
	http://www.takeei.co.jp
	代表者
	(役職名)
	代表取締役社長
	(氏名)
	山口仁司
	問合せ先責任者
	(役職名)
	取締役専務執行役員
	(氏名)
	輿石　浩
	(TEL)
	　03 (6361) 6820 
	四半期報告書提出予定日
	平成24年８月10日
	配当支払開始予定日
	－
	四半期決算補足説明資料作成の有無
	 ：有・無
	四半期決算説明会開催の有無
	 ：有・無
	（百万円未満切捨て）
	１．平成25年３月期第１四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年６月30日）
	(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
	売  上  高
	営業利益
	経常利益
	四半期純利益
	百万円
	％
	百万円
	％
	百万円
	％
	百万円
	％
	25年３月期第１四半期
	4,947
	37.2
	595
	272.9
	553
	562.6
	344
	－
	24年３月期第１四半期
	3,606
	1.9
	159
	75.2
	83
	－
	4
	－
	（注）包括利益  25年３月期第１四半期  347百万円（993.3％）  24年３月期第１四半期31百万円（－％）
	１株当たり
	四半期純利益
	潜在株式調整後
	１株当たり
	四半期純利益
	円  銭
	円  銭
	25年３月期第１四半期
	56.15
	54.55
	24年３月期第１四半期
	0.76
	0.74
	(2) 連結財政状態
	総  資  産
	純  資  産
	自己資本比率
	百万円
	百万円
	％
	25年３月期第１四半期
	31,942
	13,287
	40.4
	24年３月期
	31,091
	12,996
	40.6
	（参考）自己資本    25年３月期第１四半期  12,914百万円  24年３月期  12,630百万円
	２．配当の状況
	年間配当金
	第１
	四半期末
	第２
	四半期末
	第３
	四半期末
	期  末
	合  計
	円  銭
	円  銭
	円  銭
	円  銭
	円  銭
	24年３月期
	－
	5.00
	－
	10.00
	15.00
	25年３月期
	－
	25年３月期(予想)
	7.00
	－
	11.00
	18.00
	（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：有・無
	３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）
	（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
	売  上  高
	営業利益
	経常利益
	当期純利益
	１株当たり
	当期純利益
	百万円
	％
	百万円
	％
	百万円
	％
	百万円
	％
	円  銭
	第２四半期
	(累計)
	9,452
	19.4
	845
	37.9
	691
	41.3
	262
	36.5
	42.68
	通      期
	19,750
	13.1
	2,310
	10.0
	2,000
	7.3
	930
	6.8
	151.51
	（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：有・無
	※　注記事項
	(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
	（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）
	：有・無
	新規　　-社　　（社名）
	、除外　　-社　　（社名）
	(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
	：有・無
	　
	(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
	①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更
	：有・無
	②  ①以外の会計方針の変更
	：有・無
	③  会計上の見積りの変更
	：有・無
	④  修正再表示
	：有・無
	(4) 発行済株式数（普通株式）
	①  期末発行済株式数(自己株式を含む)
	25年３月期１Ｑ
	6,522,000株
	24年３月期
	6,505,200株
	②  期末自己株式数
	25年３月期１Ｑ
	366,953株
	24年３月期
	366,891株
	③  期中平均株式数(四半期累計)
	25年３月期１Ｑ
	6,143,294株
	24年３月期１Ｑ
	6,129,209株
	※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
	　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。
	※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
	　本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提になる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料１ページ「連結業績予想に関する定性的情報」）をご覧ください。
	○目  次
	１．当四半期決算に関する定性的情報    　・・・・・・・・・・・・・１
	(1)  連結経営成績に関する定性的情報　・・・・・・・・・・・・・１
	(2)  連結財政状態に関する定性的情報　・・・・・・・・・・・・・１
	(3)  連結業績予想に関する定性的情報　・・・・・・・・・・・・・１
	２．サマリー情報（注記事項）に関する事項　・・・・・・・・・・・・２
	(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動　・・・・・２
	(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　・・・・・２
	(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示　・・・・２
	３．四半期連結財務諸表              　  ・・・・・・・・・・・・・３
	(1)  四半期連結貸借対照表          　・・・・・・・・・・・・・３
	(2)  四半期連結損益計算書及び包括利益計算書　・・・・・・・・・５
	(3)  継続企業の前提に関する注記    　・・・・・・・・・・・・・７
	(4)  株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記　・・・・・・７
	１．当四半期決算に関する定性的情報
	(1)  連結経営成績に関する定性的情報


	当第１四半期（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）における当社グループの収益につきましては、株式会社タケエイにおいて、東北地域における震災廃棄物処理事業の、期間内における処理量が当初計画を上回るペースで進んだことや、連結子会社において、期初想定以上に好調に推移したこともあり、第１四半期における売上高は4,947百万円（前年同四半期比37.2％増）、営業利益は595百万円（同272.9％増）、経常利益は553百万円（同562.6％増）、四半期純利益は344百万円（同340百万円の増加）となりました。
	グループ会社の状況につきましては以下のとおりです。
	■ 株式会社タケエイ：既存事業（首都圏での廃棄物処理）の受注単価は、前期同様、当初見込みどおりに推移しています。また、東日本大震災で発生した震災廃棄物の処理事業（東北地域）では大型現場の立ち上げが順調に進み、計画を上回る処理量に対応することができました。あわせて、震災廃棄物の処理事業において期初に計画していた立ち上げにかかる諸費用の発生が第２四半期以降にずれこんだこと等の要因により、第１四半期は原価・販売管理費が大きく抑制されました。
	■ 株式会社リサイクル・ピア：昨年まで下落傾向にあった受注単価に下げ止まり感がでてきたことに加え、東京都の災害廃棄物受入処理事業に取り組みました。現在、平成24年９月分までの処理事業を受注しています。当事業は、平成23年11月から平成24年６月まで岩手県宮古市の災害廃棄物受入処理事業を、平成24年７月より同９月まで、岩手県大槌町の災害廃棄物を受け入れる予定です。
	■ 株式会社北陸環境サービス・株式会社ギプロ：当初計画を上回るペースで推移し、増収増益となりました。
	■ 諏訪重機運輸株式会社・有限会社野口木材起業：昨年のＭ＆Ａ以降、市場の開拓も順調に進んでおります。なお、両社は、経営効率を高めることを目的に、平成24年７月１日付で合併いたしました。
	(2)  連結財政状態に関する定性的情報

	当第１四半期連結会計期間末における総資産は31,942百万円（前連結会計年度末比850百万円の増加、前連結会計年度末比2.7％増）となりました。流動資産は9,681百万円（前連結会計年度末比297百万円の減少）となりました。これは、現金及び預金が238百万円、繰延税金資産が38百万円減少したこと等によります。固定資産は21,899百万円（前連結会計年度末比1,146百万円の増加）となりました。これは、機械装置及び運搬具が53百万円、その他（リース資産）が1,280百万円増加したこと等によります。
	当第１四半期連結会計期間末における負債合計は18,655百万円（前連結会計年度末比560百万円の増加、前連結会計年度末比3.1％増）となりました。流動負債は8,537百万円（前連結会計年度末比736百万円の増加）となりました。これは、買掛金が86百万円、その他（リース債務）が780百万円増加したこと等によります。固定負債は10,118百万円（前連結会計年度末比175百万円の減少）となりました。これは、その他（長期リース債務）が613百万円増加しましたが、長期借入金が733百万円、繰延税金負債が51百万円減少したこと等によります。
	当第１四半期連結会計期間末における純資産は13,287百万円（前連結会計年度末比290百万円の増加、前連結会計年度末比2.2％増）となりました。これは、利益剰余金が283百万円増加したこと等によります。
	(3)  連結業績予想に関する定性的情報

	第２四半期の連結業績予想は、震災廃棄物処理事業の早期進捗や諸費用の支出抑制など現状では不透明な点があることに加え、市場変更に伴う費用も発生することから、今回修正は行ないません。
	あわせて、通期の連結業績予想につきましても、通期業績に占める第１四半期のウエイトが、第２～第４の各四半期と比べ限られたものであるため、今回修正は行なわず、平成24年５月15日発表時の連結業績予想を据え置きといたします。
	今後の状況については、進捗状況を随時確認し、見直しが必要な場合には、速やかに開示してまいります。
	２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
	(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動


	該当事項はありません。
	(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
	①固定資産の減価償却費の算定方法


	減価償却費について、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっています。
	②繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

	繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合、前連結会計年度で使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっています。
	(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
	(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)


	当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。
	これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
	３．四半期連結財務諸表
	(1)  四半期連結貸借対照表


	(単位：百万円)
	前連結会計年度
	(平成24年３月31日)
	当第１四半期連結会計期間
	(平成24年６月30日)
	資産の部
	　流動資産
	　　現金及び預金
	5,581
	5,342
	　　受取手形及び売掛金
	3,510
	3,540
	　　商品及び製品
	4
	4
	　　仕掛品
	36
	31
	　　原材料及び貯蔵品
	268
	265
	　　繰延税金資産
	224
	186
	　　未収入金
	162
	112
	　　その他
	200
	204
	　　貸倒引当金
	△10
	△6
	　　流動資産合計
	9,979
	9,681
	　固定資産
	　　有形固定資産
	　　　建物及び構築物（純額）
	5,941
	5,923
	　　　機械装置及び運搬具（純額）
	2,485
	2,539
	　　　最終処分場（純額）
	2,049
	1,951
	　　　土地
	7,615
	7,615
	　　　その他（純額）
	756
	2,054
	　　　有形固定資産合計
	18,849
	20,084
	　　無形固定資産
	　　　のれん
	826
	777
	　　　その他
	48
	44
	　　　無形固定資産合計
	875
	822
	　　投資その他の資産
	　　　投資有価証券
	223
	191
	　　　繰延税金資産
	53
	58
	　　　その他
	789
	780
	　　　貸倒引当金
	△37
	△38
	　　　投資その他の資産合計
	1,028
	992
	　　固定資産合計
	20,753
	21,899
	　繰延資産
	359
	361
	　資産合計
	31,091
	31,942
	負債の部
	　流動負債
	　　買掛金
	588
	675
	　　短期借入金
	1,305
	1,665
	　　1年内返済予定の長期借入金
	3,480
	3,477
	　　1年内償還予定の社債
	90
	90
	　　未払法人税等
	737
	217
	　　その他
	1,597
	2,412
	　　流動負債合計
	7,800
	8,537
	　固定負債
	　　社債
	850
	850
	　　長期借入金
	7,660
	6,926
	　　繰延税金負債
	324
	272
	　　退職給付引当金
	145
	172
	　　資産除去債務
	405
	407
	　　その他
	908
	1,488
	　　固定負債合計
	10,294
	10,118
	　負債合計
	18,095
	18,655
	純資産の部
	　株主資本
	　　資本金
	4,139
	4,150
	　　資本剰余金
	4,303
	4,314
	　　利益剰余金
	4,441
	4,725
	　　自己株式
	△307
	△307
	　　株主資本合計
	12,576
	12,882
	　その他の包括利益累計額
	　　その他有価証券評価差額金
	53
	31
	　　その他の包括利益累計額合計
	53
	31
	　少数株主持分
	366
	372
	　純資産合計
	12,996
	13,287
	負債純資産合計
	31,091
	31,942
	(2)　四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	(単位:百万円)
	前第１四半期連結累計期間
	(自　平成23年４月１日
	　至　平成23年６月30日)
	当第１四半期連結累計期間
	(自　平成24年４月１日
	　至　平成24年６月30日)
	売上高
	3,606
	4,947
	売上原価
	2,760
	3,609
	売上総利益
	846
	1,337
	販売費及び一般管理費
	686
	741
	営業利益
	159
	595
	営業外収益
	　受取利息
	0
	0
	　債務取崩益
	3
	2
	　持分法による投資利益
	－
	0
	　その他
	8
	26
	　営業外収益合計
	12
	29
	営業外費用
	　支払利息
	66
	62
	　持分法による投資損失
	17
	－
	　その他
	4
	9
	　営業外費用合計
	88
	72
	経常利益
	83
	553
	特別利益
	　固定資産売却益
	4
	41
	　保険解約返戻金
	31
	－
	　特別利益合計
	35
	41
	特別損失
	　固定資産売却損
	－
	0
	　減損損失
	7
	－
	　特別損失合計
	7
	0
	税金等調整前四半期純利益
	111
	595
	法人税、住民税及び事業税
	109
	232
	法人税等調整額
	△13
	△6
	法人税等合計
	95
	226
	少数株主損益調整前四半期純利益
	16
	369
	少数株主利益
	11
	24
	四半期純利益
	4
	344
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	(単位:百万円)
	前第１四半期連結累計期間
	(自　平成23年４月１日
	　至　平成23年６月30日)
	当第１四半期連結累計期間
	(自　平成24年４月１日
	　至　平成24年６月30日)
	少数株主損益調整前四半期純利益
	16
	369
	その他の包括利益
	　その他有価証券評価差額金
	15
	△21
	　その他の包括利益合計
	15
	△21
	四半期包括利益
	31
	347
	（内訳）
	　親会社株主に係る四半期包括利益
	20
	323
	　少数株主に係る四半期包括利益
	11
	24
	(3)　継続企業の前提に関する注記

	該当事項はありません。
	(4)　株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

	該当事項はありません。

